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2019 20202018

 JAIRO Cloud＆Web of Science 
連携実験

機関リポジトリ・インタビュー調査
国内オープンアクセス状況の分析

著者名寄せ

次期JAIRO Cloud

ポリシーチェック

ワークフロー検討
実証実験

https://www.nii.ac.jp/openforum/2020/day1_os2.html

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/?action=pages_view_mai
n&active_action=repository_view_main_item_detail&it
em_id=196&item_no=1&page_id=46&block_id=79

研究者情報連携TF コンテンツ流通促進部会コンテンツチーム ワークフローチーム

https://www.nii.ac.jp/openforum/2020/day1_os2.html
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=repository_view_main_item_detail&item_id=196&item_no=1&page_id=46&block_id=79


機関リポジトリの2大負担
・雑誌本文提供依頼
・ポリシーチェック

西岡 (2020)

河合 (2020)

前田 (2020)

高い親和性
人文社会系理工数学系

尾城 (2020)



アーカイビングポリシー・データベース 著者名寄せワークフロー

提供：RCOS 河合将志

ポリシーチェック
作業負担の軽減

著者同定



・横断検索への一歩

・ユーザーにとってFindableか
どうかはメタデータ整備と
名寄せにかかっている



分野データベース・リポジトリの名寄せへの貢献

Moskovic (2018)



ローカルから
グローバルな

展開へ

提供：RCOS 河合将志
改変：前田隼

著者同定

名寄せされた
著者レコード群



提供：RCOS 河合将志

ポリシーチェック
作業負担の軽減

著者同定

方針や課題，需要はある

シンプルで効率的なワークフローが必要

アーカイビングポリシー・データベース

著者名寄せワークフロー
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